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●海洋センターアクアリズム教室

プールって

　きもちい
い !



21st RIVER  RAID 開催

大井川でまた 会いましょう !!

　
６
月
２
日（
土
）か
ら
３

日（
日
）の
２
日
間
、
第
21

回
目
と
な
る
リ
バ
ー
レ
イ

ド
が
今
年
も
川
根
本
町
を

舞
台
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
リ
バ
ー
レ
イ
ド
は
「
人

と
ク
ル
マ
と
自
然
の
共

生
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
環

境
体
験
型
ス
ポ
ー
ツ
で
、

川
根
本
町
の
大
井
川
を
会

場
と
す
る
の
は
２
年
連

続
、
通
算
で
は
17
回
目
と

な
り
ま
す
。

　
４
人
で
参
加
す
る
「
リ

バ
ー
レ
イ
ド
ク
ラ
ス
」、

自
動
車
の
競
技
の
み
参
加

す
る
「
ビ
ジ
タ
ー
ク
ラ

ス
」、
今
回
か
ら
新
設
さ

れ
た
Ｓ
Ｕ
Ｐ
（
ス
タ
ン
ド

ア
ッ
プ
パ
ド
ル
）
を
使
用

す
る
「
Ｓ
Ｕ
Ｐ
ク
ラ
ス
」

に
そ
れ
ぞ
れ
エ
ン
ト
リ
ー

し
た
参
加
者
、
合
計
21

チ
ー
ム
79
人
が
２
日
間
の

競
技
に
臨
み
ま
し
た
。

①

①開始前のブリーフィングでコースとプログラムを公開 ／ 
②アベレージ走行競技では、配布されるルートマップに記さ
れた分岐点と指示に合わせ、時間どおり正確に走る ／ ③参加
車両は制限なし、どんな車でも参加可能 ／ ④奥大井接岨湖カ
ヌー競技場で行われたカヌー競技 ／ ⑤道具を使わずに立木
の高さを計測するオリエンテーリング競技 ／ ⑥指定の重さ
を目指してカットする丸太切り競技 ／ ⑦定められた結び方
でテント用の支柱を立てる時間を競うロープワーク競技 ／ 
⑧総合優勝は、茨城県つくば市からリバーレイドクラスに参
加した「ミッドナイトツインズ」
　優勝チームには町内産ヒノキの記念プレートと、参加者の
一人でチェーンソーアートのプロである佐藤健一さんが当日
デモンストレーションで作成したカワセミの像がトロフィー
として贈呈された

③②

Photo
　Report

④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧

●カヌーと SUP によるダウンリバーの様子

ここにも、一つの物語。
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　アクアリズムは、幼児期の水中運動をとおし、水慣れをしながら心肺機能や運動能
力の向上を目指す運動プログラムで、以下の４つの軸を基本として行われます。
①音 楽 体 操
　音楽に合わせて体を動かすことにより、準備体操とリズム感を育てます。
②循環系運動
　水中での「走る」「跳ぶ」といった動作を組み合わせて、心肺機能を育てます。
③神経系運動
　遊びの中で水に顔を近づけたり、口をつけるといった動作をすることにより、自然
な水慣れを図ります。
④アクアスタディ
　水中での遊びをとおして、水泳の基本動作になるキック（バタ足）を学習します。

幼児アクアリズムとは ?

①音楽体操
　リズムに合わせてウォームアップ

②循環系運動
　みんなで走って流れるプールを作る

③神経系運動
　プールに浮かべたボールを集める

④アクアスタディ
　ロングビート板でキックの練習

本
川
根
中
１
年
生

「
鳥
獣
被
害
」

体
験
学
習

　

５
月
15
日（
火
）、三
盃

に
あ
る
南
ア
ル
プ
ス
ジ
ビ

エ
牧
場
を
会
場
に
本
川
根

中
学
校
の
１
年
生
が
総
合

学
習「
ま
る
ご
と
体
験
」の

一
つ
と
し
て
、鳥
獣
被
害

に
関
す
る
学
習
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
農
林
課
の
職
員
か
ら
町

内
の
鳥
獣
害
被
害
の
状
況

に
つ
い
て
、猟
友
会
の
会

員
か
ら
そ
の
捕
獲
の
現

状
に
つ
い
て
学
ん
だ
ほ

か
、実
際
に
行
わ
れ
て
い

る「
わ
な
猟
」に
つ
い
て
の

解
説
と
道
具
の
使
い
方
に

つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、会
場
付
近
の

町
道
沿
い
に
あ
る
獣
道
で

わ
な
の
仕
掛
け
方
の
実
演

を
見
学
し
、昼
食
と
し
て

町
内
で
捕
獲
さ
れ
た
鹿
肉

や
猪
肉
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
味
わ
い
教
室
は
終
了
し

ま
し
た
。

▲実際に町内で捕獲された熊の手を見る生徒

▲わな設置の実演を見学

▲最後は鹿肉と猪肉でバーベキュー

　
今
回
の
授
業
に
参
加
し

た
泉
谷
汐
音
さ
ん
は「
鹿

や
猪
に
も
、人
間
と
同
じ

で
命
が
あ
る
の
だ
か
ら
、

そ
の
命
を
無
駄
に
し
な
い

よ
う
に
し
て
い
る
猟
師
さ

ん
た
ち
の
動
物
を
思
い
や

る
気
持
ち
を
理
解
す
る
こ

と
が
出
来
た
。生
活
の
中

で
食
べ
て
い
る
も
の
に
も

感
謝
し
て
い
き
た
い
」と

感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
回
わ
な
猟
の

解
説
を
し
た
猟
友
会
の
殿

岡
さ
ん
は「
現
在
、猟
友

会
の
会
員
は
全
部
で
60

名
程
度
だ
、最
盛
期
に
は

３
０
０
人
以
上
の
猟
師

が
加
入
し
て
い
た
。会
の

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
の

で
、こ
の
よ
う
な
機
会
を

と
お
し
て
若
い
人
が
少
し

で
も
興
味
を
持
っ
て
く
れ

る
と
う
れ
し
い
」と
語
り

ま
し
た
。

平成30年度 幼児アクアリズム教室 スタート
　
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
プ
ー

ル
が
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か

り
の
６
月
５
日
、平
成
30

年
度
の
幼
児
ア
ク
ア
リ
ズ

ム
教
室
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

初
日
は
、町
内
の
３
保

育
園
か
ら
年
長
児
童
26
人

が
集
ま
り
、セ
ン
タ
ー
指

導
員
や
保
育
士
と
と
も
に

教
室
へ
参
加
し
ま
し
た
。

　
年
長
児
童
は
昨
年
に
引

き
続
い
て
の
参
加
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、待
ち
き
れ

な
い
様
子
で
プ
ー
ル
へ
と

入
り
、「
冷
た
く
て
き
も
ち

い
い
！
」な
ど
と
歓
声
を

あ
げ
な
が
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ア
ク
ア
リ
ズ
ム
を
担
当

す
る
海
洋
セ
ン
タ
ー
の

丹
羽
指
導
員
は「
こ
の
教

室
を
と
お
し
て
、水
が
好

き
な
子
に
な
っ
て
く
れ
れ

ば
」と
語
り
ま
し
た
。

ここにも、一つの物語。
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６
月
11
日
（
月
）、
川

根
高
校
で
地
区
の
伝
統
芸

能
で
あ
る「
徳
山
の
盆
踊
」

の
体
験
学
習
授
業
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
地
域
の
芸
能
文
化
を

体
験
し
発
信
す
る
こ
と
に

よ
り
、
高
校
生
が
学
習
の

な
か
で
地
域
の
こ
と
を
考

え
る
場
を
つ
く
る
」
こ
と

を
目
的
と
し
、
本
年
度

か
ら
川
根
高
校
の
魅
力

化
の
一
つ
と
し
て
設
定

さ
れ
た
「
学
校
設
定
教

科
」
の
う
ち
の
「
地
生

学
」
の
授
業
と
し
て
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
講
師
と
し
て

川
根
本
町
徳
山
古
典
芸
能

保
存
会
の
澤
本
等
さ
ん

（
徳
山
）
と
上
野
信
吾
さ

ん
（
徳
山
）
が
来
校
し
、

指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
徳
山
の
盆

踊
」
の
３
つ
の
芸
能
の
う

ち
、「
鹿
ん
舞
」
と
「
ヒ
ー

ヤ
イ
」
に
つ
い
て
学
習
し

ま
し
た
。

　
「
鹿
ん
舞
」
の
由
来
や

使
用
す
る
面
の
云
わ
れ
、

祭
り
行
列
で
の
隊
列
の
意

味
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
た
後
、
実
際
に
「
鹿
ん

舞
」の
舞
の
動
き
や「
ヒ
ー

ヤ
イ
」
の
歌
を
太
鼓
に
合

わ
せ
て
歌
う
体
験
を
し
ま

し
た
。

　

今
回
参
加
し
た
３
年
生

８
人
の
う
ち
５
人
が
「
川

根
留
学
生
」
で
、
藤
枝
市

か
ら
の
留
学
生
で
あ
る
濱

井
功
平
さ
ん
は
「
川
根
本

町
に
来
て
２
年
に
な
る

が
、
自
分
が
住
ん
で
い
た

藤
枝
で
は
こ
う
い
っ
た
授

業
自
体
が
な
く
、
と
て
も

興
味
深
い
内
容
だ
っ
た
」

と
感
想
を
語
り
ま
し
た
。

川
根
高
校
生

「
徳
山
の
盆
踊
」

を
学
ぶ

お帰りトーマス！
今年もよろしく！

大井川鐵道の「きかんしゃトーマス号」の運行がスタート
　6月 9日（土）、大井川鐵道で「きかんしゃトーマス号」の運行がスタートしました。
　「トーマス号」の運行は今年で 5年目となります。新金谷駅で出発式を行った「トーマス号」は、
今年も多くの観光客を乗せて川根路を走ります。
　川根の夏の観光シーズンを代表する顔になった「トーマス号」の今年の運行は 10月 14 日までの
予定で、7月 21日からは「ジェームス号」も運行される予定です。
　また、千頭駅で開催されている「トーマスフェア」に併せ、奥大井音戯の郷にて特別展示を実施中
です。

「トーマス号」通過予定時間
下り 上り

地名駅付近 11:19 14:41
塩郷駅付近 11:25 14:36
下泉駅付近 11:31 14:30
田野口駅付近 11:37 14:24
駿河徳山駅付近 11:40 14:21
青部駅付近 11:43 14:18
崎平駅付近 11:46 14:15

千頭駅到着・出発 11:54 14:10
※時間はすべて目安

　商工会では、「トーマス号」と「ジェームス号」に
手を振るおもてなし活動を下記の日程で実施します。
　皆様のご協力をお願いします。

●集合場所：青部駅
●「トーマス号」おもてなし予定日と集合時間
　９月 8 日・10 月 14 日
　11 時 30 分頃　集合
●「ジェームス号」おもてなし予定日と集合時間
　7 月 21 日・8 月 18 日
　10 時 50 分頃　集合

【問】川根本町商工会　（56）0231

ここにも、一つの物語。
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5/26 5/17

５/19～20
今年も海の子山の子交流教室が実施されました
　今年で19回目となる焼津市との交流事業が
実施されました。
　本町と焼津市から合計33人の児童が参加し、
奥泉発電所の見学、南アルプスあぷとラインの
乗車、草木染め、闘茶会、大札山のハイキングと
いった体験学習を行いました。
　今回参加した焼津市の 杉山賢太郎さん（6年
生）は「今回の体験教室をとおして、川根本町は
温泉だけではないことを知った。これからも川
根のいろいろなイベントを体験していきたい」
と感想を述べました。

5/25

本川根小学校の児童がアマゴの放流活動を実施しました
　八木キャンプ場にて本川根小学校の全校児童
48人がアマゴ稚魚の放流を行いました。
　今回放流した稚魚は新大井川漁協本川根支部
が用意した約1,000匹で、漁協の担当者から稚
魚が入った容器を手渡された児童たちは、元気
よく動き回る稚魚がこぼれないよう注意深く運
び、大井川に放流しました。
　3年生の松葉來杜さんは「アマゴも広いとこ
ろで泳げて楽しいと思う。大きく育ってほしい」
と感想を述べました。

ちゃんと大きく育ってね

平成30年度シーズンインへ
藤枝のサッカーチーム「ルクレ MYFC」が町へ表敬訪問に来町

▲写真中央の畑中選手は青森出身でチーム4年目になります

　５月 20 日（日）に開幕する東海女子サッカー
リーグ 2 部にむけて、藤枝 MYFC の女子チー
ムである「ルクレ MYFC」がホームタウン自
治体である３市２町 ( 藤枝市・牧之原市・島田
市・吉田町・川根本町 ) へ決意表明を伝えるべ
く来町しました。
　鎌田代表取締役、鈴木監督、畑中選手は「ル
クレ MYFC は昨年度東海 2 部に昇格し、1 年
目で 3 位の成績をおさめるとこができた。今
年度は 1 部に昇格できるよう優勝を目指して
いきたい」と意気込みを語りました。

長く続く交流事業

久野脇で「くのわき縁結び婚活ツアー」が開催されました
　このツアーは、同地区に点在する恋愛や子宝
にまつわるお堂や観音様と川根茶や吊り橋と
いった地域資源を組み合わせ「縁結びの村」と
して情報発信しようと企画されたもので、「く
のわき縁結び婚活部」が主宰しました。
　当日は町外を中心に男性 21 名、女性 19 名
が参加し、４組のカップルが成立しました。
　参加者からは「自然を感じながら穏やかな時
間を楽しめた」などの声が聞かれました。
　この催しは今後も継続される予定で、次回は
秋頃に開催されるとのことです。

地域活性化を兼ねた婚活ツアー盛況

▲キャンプ場でプログラムの説明を受ける参加者

▲容器からアマゴを放流する児童

▲草木染めで作ったオリジナルのバンダナ

5/14まっすぐなが～く育つかな ?
中央小学校3年生が自然薯栽培体験

▲山下さんに教えてもらい種芋に土をかけていく児童

　中央小学校の 3 年生 7 人が、上長尾地内に
ある山下信郎（高郷）さんの畑で自然薯の植え
付けを行いました。
　総合学習の一環として町内で栽培されてい
るお茶以外の農作物について学習するもので、　
植え付けから栽培と成長の過程を毎月観察しな
がら収穫まで行い、11 月にはその結果を発表
するとのことです。
　児童たちは、合計 66 本の種芋の植え付け、
施肥などの体験を行った後、耕運機による作業
を見学しました。

5/16

さらなる地域福祉の充実に向けて

▲来年度はキャンペーン特別イベントなども計画しています

　平成31年度に本番を迎える静岡県の大型観光
キャンペーン（静岡デスティネーションキャン
ペーン）の一環として、観光 PR ブースの出展、観
光商談会などを通した、旅行会社へ向けての観光
資源の紹介と現地視察が実施されました。
　当町では、南アルプスあぷとライン乗車、レイ
ンボーブリッジ視察、茶茗舘での試飲といった
行程が組まれ、旅行代理店などから36名が参加
しました。
　参加者は「実際の旅行商品として組み込むこ
とができるか」「滞在時間はどの程度が適切なの
か」といったことを調査していきました。

来年度へ向けての準備です
大型観光キャンペーンのツアーモデル視察会を実施

川 根 本 町 の ま ち の 話 題 たうんとぴっくす

ここにも、一つの物語。
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６/12

６/13

10

６/３地域防災力の向上を目指して
局地的豪雨に備えて土砂災害防災訓練を実施

▲茶農家自らが淹れた新茶を味わう参加者

　６月３日（日）、桑野山会館で近年頻発する「局
地的豪雨」による土砂災害に備えた防災訓練が
実施されました。
　参加者はそれぞれグループにわかれ、身近な
危険箇所、避難場所、避難経路などを話し合い、
それらを地図に表示して安全で適切な避難ルー
トを検討する「手作りハザードマップ」を作成
する訓練を行いました。
　訓練には桑野山区民 23 人に消防団第 2 分団
の団員、静岡県中部地域支援局、島田土木事務
所川根支所、役場建設課職員も加わり、計 33
人が参加しました。

農家による今年の新茶飲み比べ
茶茗舘で「川根茶を楽しむ会」が開催

●金の部（80歳以上）
　第１位　小西學（85） 第２位　山下勇（81）
　第３位　髙本親義（80）
　奨励賞　長濱辰巳（85）、 高橋一郎（81）
　　　　　坂本つね（80）、澤口市衞（80）
●銀の部（75～79歳）
　第１位　山本綾子（78） 第２位　髙木茂明（78）
　第３位　鈴木恒子（77）
　奨励賞　高橋ふじ子（78）、山中きよ子（75）
●銅の部（70～74歳）
　第１位　長嶋忠（73） 第２位　藤田修（70）
　第３位　竹本睦（71）　　　　　　※全て敬称略

連携の取れた事故対応に感謝状
交通事故の対応協力で警察から感謝状が贈呈されました
　５月５日（土）の午前中に国道 362 号高郷
バイパスで乗用車同士の正面衝突事故が発生し
た際、その直後から迂回路への交通誘導を行
い、渋滞の緩和や二次事故の防止に協力したと
して、警察署から感謝状が贈呈されました。
　感謝状が贈呈されたのは勝下徳親さん、野
本秀治さん、澤西省司さん、久野孝史さんの 4
名です。
　贈呈に際し、島田警察署の吉田光広署長より

「連携の取れた対応でスムーズな事故処理がで
きた」と感謝の意が伝えられました。

長島ダムが
～森と湖に親しむ旬間～

おもしろい
　「森と湖に親しむ旬間」は、森林や湖に親しむこと
により心身をリフレッシュしながら森林やダムなどの
自然豊かな空間や社会生活に果たしている役割につい
て理解を深めてもらうことを目的としたイベントです。

日　時：7 月 29 日（日）　小雨決行　10：00 ～ 16：00
会　場：長島ダム、ふれあい館、接岨湖周辺
内　容：長島ダム内部探検ツアー（各回 20 名）、ダム湖巡視体験（各回 8 名）
　※長島ダム内部探検ツアー、ダム湖巡視体験は事前の電話予約が必要です
　※巡視体験は小学生以上限定です
　※ダム内部探検では約 80 段ほど階段を昇降します
主　催：長島ダム水源地域ビジョン推進会議
共　催：大井川長島ダム流域連携協議会

【問合せ・申込み】
　国土交通省　中部地方整備局　長島ダム管理所
　TEL　（59）1021　※平日　９：00 ～ 17：00

●今年は参加した15人全員が20本以上の歯をお持ちでした

●ダム内部探検ツアー

●ダム湖巡視体験
●渋滞と二次事故の防止にご協力いただきました

　全国茶品評会などで上位入賞歴のある相藤
園、松島園、つちや農園、丹野園の 4 農家が
それぞれ自慢の新茶を呈茶し、川根茶の魅力や
お茶への想いを発信する催しが行われました。
　当日は約 100 人が来場し、愛知県から訪れ
た瀬戸口さんは「道の駅めぐりでたまたま茶茗
舘を訪れたが、この会が行われると聞いて参加
してみた。１煎目、２煎目、３煎目と味が変わっ
ていくのがとても印象的でおいしかった。参加
できて大満足」と感想を語りました。

　６月12日（火）、山村開発センターにおいて「いい歯★キラリ★番人の歯コンクール」の審査会と表
彰式が実施され、満70歳以上の15人が参加しました。
　このコンクールは、厚生労働省と日本歯科医師会が実施している「80歳になっても自分の歯を20
本持ちましょう」という8020運動の一環として実施されているものです。
　渡辺克也歯科医師の診査のもと、80歳以上が対象の「金の部」、75歳から79歳が対象の「銀の部」、
70歳から74歳が対象の「銅の部」で審査が行われたほか、歯と体の健康の関連を解説する「オーラル
フレイル」についての講話が行われました。
　各部門の第１位は、金の部 小西學さん（奥泉）、銀の部 山本綾子さん（梅高）、銅の部 長嶋忠さん（徳
山）となり、表彰状と記念品が贈呈されました。

いい歯★キラリ★番人の歯コンクール　結果発表

▲意見を出し合いハザードマップを作成する参加者

たうんとぴっくす 川 根 本 町 の ま ち の 話 題

ここにも、一つの物語。
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や
ま
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こ
号
の
コ
ー
ス

地名集会所 西地名 塩　郷 下泉駅 下泉原 農協茶工場 南部小学校 文　沢 壱町河内 小　竹
Ａコース 着 9：15 　９：40 10：10 10：35 11：00 11：30 13：00 13：50 14：20 14：45

発 9：35 10：00 10：30 10：55 11：20 11：50 13：20 14：10 14：35 15：00
尾呂久保 上長尾集会所 三共生コン 八中集会所 中央小学校 高郷NTT 梅　高 水　川

Ｂコース 着 9：20 10：00 10：25 11：05 13：00 13：25 13：55 14：30
発 9：40 10：20 10：45 11：25 13：20 13：45 14：15 14：50

瀬平集会所 三津間集会所 久野脇集会所 平　谷 下長尾集会所 高郷住宅 原　山 久保尾 向井上 向　井
Ｃコース 着 9：15 　９：40 10：10 10：40 10：55 11：20 13：15 13：45 14：15 14：40

発 9：30 10：00 10：30 10：50 11：05 11：40 13：35 14：05 14：35 15：00
崎平集会所 柳三集会所 田　代 坂　京 総合支所 本川根小学校 寺馬秋葉山常夜灯 富士城

Ｄコース 着 9：20 9：45 10：10 10：50 11：30 13：00 13：25 14：00
発 9：40 10：05 10：30 11：10 11：50 13：20 13：45 14：20

桑野山 沢間区公会堂 八　木 大谷区集会所 寸又峡上駐車場 寸又峡公民館 千頭西御堂
Ｅコース 着 9：30 9：55 10：30 11：00 13：00 13：25 14：15

発 9：50 10：15 10：50 11：20 13：20 13：45 14：35
藤川西平 子育て支援施設 藤川区事務所 小井平 青部集会所 第一小学校 徳山防災センター 正　島 田野口駅

Ｆコース 着 9：15 9：35 10：00 10：30 11：00 13：05 13：30 13：55 14：25
発 9：30 9：55 10：20 10：50 11：20 13：25 13：50 14：15 14：45

上岸集会所 前山区集会所 平　栗 町文化会館 接岨資料館やまびこ 奥泉集会所
Gコース 着 9：30 9：55 10：40 11：15 13：30 14：10

発 9：50 10：15 11：00 11：45 13：50 14：30

【
問
】文
化
会
館　
☎（
59
）３
１
０
６

健康カレンダー・休日当番医・施設の予定などは、予告なく変更する場合があります。確認のうえお出かけください。

日・曜 健康・子育て支援などの予定 ※（ ）は受付時間 休日当番医 各施設の予定 やまびこ号
コース 備 考

17火 いやしの里診療所　総合診療外来� 9:00～12:00／14:00～17:00
静岡厚生病院健康診査　山村開発センター� （8：45～10：30）

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館

18水 いやしの里診療所　一般・循環器外来� 16:00～18:00
静岡厚生病院健康診査　山村開発センター� （8：45～10：30） C

19木
いやしの里診療所　一般外来� 11:00～12:00／14:00～17:00
静岡厚生病院健康診査　山村開発センター� （8：45～10：30）
生活習慣病予防教室「みんなで歩こうか～い」　B&G海洋センター
� 13：30～15：00

20金
いやしの里診療所　一般外来� 9:00～12:00
いやしの里診療所　整形外科遠隔外来（要予約）� 14:00～17:00
静岡厚生病院健康診査　地名集会所� （8：45～10：30）

D

21土 いやしの里診療所　一般外来� 9:00～12:00

22日
高木医院
島田市川根町身成 3288-1
0547-53-2006

23月
いやしの里診療所　一般外来� 9:00～11:30
地区健やか講座　山村開発センター� 10：00～11：30
地区健やか講座　久保尾集会所� 13：30～15：00

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館 E

24火 いやしの里診療所　総合診療外来� 9:00～12:00／14:00～17:00
子宮頸がん・乳がん検診　山村開発センター�（9：15～11：30）

25水 いやしの里診療所　一般・循環器外来� 16:00～18:00 F

26木 いやしの里診療所　一般外来� 11:00～12:00／14:00～17:00
あそびの教室　子育て支援施設こもれび� 10：00～11：30

27金
いやしの里診療所　一般外来� 9:00～12:00
いやしの里診療所　皮膚科遠隔外来（要予約）� 14:30～17:00
２歳・２歳６ヵ月児歯科検診　山村開発センター�（12：50～13：15）

G

28土 いやしの里診療所　一般外来� 9:00～12:00

29日
金谷眼科
島田市金谷扇町 3639
0547-45-0010

30月
いやしの里診療所　一般外来� 9:00～11:30
健康づくり相談　千頭東区会館� 9：30～11：00
静岡厚生病院健康診査　山村開発センター� （8：45～10：30）

◆文化会館：休館 A

31火 いやしの里診療所　総合診療外来� 9:00～12:00／14:00～17:00
静岡厚生病院健康診査　山村開発センター� （8：45～10：30）

動画配信のお知らせ
　

◎７月号は「海の子山の
子交流教室」、本川根小
学校「アマゴの放流」、「第
21 回リバーレイド」に
ついてお知らせします

動画で見ることができる記事は、下記
のマークが目印です。「かわねフォン」
または町ホームページの「川根本町公
式チャンネル」でご確認ください。

志太榛原地域救急医療センター（内科・小児科）
 ７月の診療時間

診療時間
月曜～木曜日　午後７時30分～10時
金曜～日曜日　午後７時30分～翌日午前７時
 ※ただし7月8日（日）、15日（日）、22日（日）、29

日（日）の午後10時から翌日午前７時は小児
科のみの診療です。

 ☎054（644）0099

いやしの里診療所７月の診療カレンダー
診療時間　月曜日　　午前9時～11時30分

火・金曜日 午前9時～17時
水曜日　　午後3時～5時
木曜日　　午前11時～午後5時
土曜日　　午前9時～12時

 【問】診療所　☎（59）2102

▶休日当番医の情報はホームページでご確認ください。
（一社）榛原医師会 HP http://www.haibara-med.or.jp/

▶子育て支援施設 ☎（57）2231　休館日：日、月、祝日

月
2018７くらしの

カレンダー
役
場
本
庁

【代表電話番号】 ☎ 56-1111
１Ｆ　税務住民課  税務室 ☎ 56-2223

戸籍住民室 ☎ 56-2222
くらし環境課 ☎ 56-2236
健康福祉課 ☎ 56-2224
高齢者福祉課 長寿介護室 ☎ 56-2234 

地域包括ケア推進室 ☎ 56-2225
建設課 ☎ 56-2227
会計課 ☎ 56-2228

２Ｆ　総務課 ☎ 56-2220
企画課 ☎ 56-2221
情報政策課 ☎ 56-2232
農林課 ☎ 56-2226

３Ｆ　議会事務局 ☎ 56-2229

【代表電話番号】 ☎ 59-3111
１Ｆ　観光商工課 ☎ 58-7077

支所管理局 窓口業務室 ☎ 58-7070
支所管理室 ☎ 58-7073

教育総務課 ☎ 58-2555
社会教育課 ☎ 58-7080

　文化会館 ☎ 59-3106
　本川根Ｂ＆Ｇ海洋センター ☎ 59-3332
　山村開発センター ☎ 56-2231

総
合
支
所
ほ
か

日・曜 健康・子育て支援などの予定 ※（ ）は受付時間 休日当番医 各施設の予定 やまびこ号
コース 備 考

1 日
大下医院
川根本町下長尾 219-1
0547-56-0019

2 月 いやしの里診療所　一般外来� 9:00～11:30 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館 D

3 火 いやしの里診療所　総合診療外来� 9:00～12:00／14:00～17:00
子宮頸がん・乳がん検診　文化会館� （9：15～11：30）

4 水
いやしの里診療所　一般・循環器外来� 16:00～18:00
健康づくり相談　山村開発センター� 9：00～10：00
定例乳幼児相談　山村開発センター� 10：00～11：30

E

5 木 いやしの里診療所　一般外来� 11:00～12:00／14:00～17:00
あそびの教室　文化会館� 10：00～11：30

6 金 いやしの里診療所　一般外来� 9:00～12:00／14:00～17:00
榛原医師会健康診査　地名集会所� （13：00～14：00） F

7 土 いやしの里診療所　一般外来� 9:00～12:00

8 日
さくらい整形外科
島田市金谷根岸町 140-15
0547-47-1500

9 月 いやしの里診療所　一般外来� 9:00～11:30 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館 G

10火 いやしの里診療所　総合診療外来� 9:00～12:00／14:00～17:00
静岡厚生病院健康診査　崎平集会所� （8：45～10：30）

11水 いやしの里診療所　一般・循環器外来� 16:00～18:00
静岡厚生病院健康診査　文化会館� （8：45～10：30） A

12木
いやしの里診療所　一般外来� 11:00～12:00
いやしの里診療所　糖尿病・内分泌遠隔外来（要予約）
� 14:00～17:00
静岡厚生病院健康診査　文化会館� （8：45～10：30）

13金
いやしの里診療所　一般外来� 9:00～12:00／14:00～17:00
ふれあいママ教室　文化会館� 10：00～11：30
榛原医師会健康診査　奥泉集会所� （13：00～14：00）

B

14土 いやしの里診療所　一般外来� 9:00～12:00

15日
鈴木内科医院
川根本町徳山 826-1
0547-58-3100

◆文化会館：休館

16月 いやしの里診療所　休診
すぎもと耳鼻咽喉科クリニック
島田市金谷東１丁目 931番地
0547-47-3387

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館 海の日

各
種
相
談
・
お
知
ら
せ

社会福祉協議会「よろず相談」
７月11日（水）　９：00～11：30　文化会館

【問】川根本町福祉センター事務所　☎（59）2315
　　川根本町中川根高齢者デイサービスセンター事務所　☎（56）1872

行　政　相　談
７月18日（水）　９：00～11：30　生活改善センター

【問】総務課　☎（56）2220
社会福祉協議会「よろず行政相談」

７月18日（水）　９：00～11：30　生活改善センター
ひきこもり相談

祝日を除く毎週（月）（火）  9：00～16：00　藤枝総合庁舎
※要予約　中部健康福祉センター福祉課☎054（644）9281

精神保健福祉総合相談（精神保健、断酒など）
７月３日（火）中部健康福祉センター（藤枝市） 13:30～ （断酒会）
※要予約　中部健康福祉センター福祉課☎054（644）9281

『榛原歯科医師会からのひと言アドバイス』
（皆さんの歯に関する質問にお答えします）

Ｑ　フッ素入り歯みがき剤の使い方を教えて！
 ② どのくらい口をゆすぐのが良いの

でしょうか？

Ａ　 ゆすぎの回数は、２回を目安にしてください。
歯みがき後のゆすぎの回数は少ないほど、ま
たゆすぎの時の水が少ないほどフッ素が口の
中に残り、むし歯予防効果を発揮します。

 【問】健康福祉課・健康づくり室　☎（56）2224

健康づくり「ひとくちメモ」
「集めよう！健康マイレージポイント」
　特定健診、後期高齢者健診のほか、各種が
ん検診が始まりました。この機会に「健康マ
イレージポイント」を集めてふじのくに健康
いきいきカードを取得しましょう！詳しくは
健診会場でお尋ねください。

見 本

ここにも、一つの物語。
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役場の窓辺から yakuba no madobe kara
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！

  
最
近
、
町
の
ご
み
出
し
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
で
収
集
場
所
に
出
さ
れ
る
ご
み
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

  
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
ご
み
が
増
え
る
と
収
集
員
が
け
が
を
し
た
り
選
別
作
業
に
時
間
が

か
か
る
た
め
、分
別
や
出
し
方
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
収
集
場
所
に
ご
み
を
出
し
ま
し
ょ
う
。
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て

野
良
猫
の
去
勢・不
妊
手
術
費
補
助
金
に
つ
い
て  

　
野
良
猫
は
、
も
と
も
と
は
人
間
が
飼
っ
て
い
た
猫
が
無
責
任
に
捨

て
ら
れ
、
繁
殖
し
て
増
え
た
も
の
で
す
。
野
良
猫
を
迷
惑
な
存
在
と

し
て
排
除
し
よ
う
と
し
て
も
問
題
は
解
決
し
ま
せ
ん
。

　
野
良
猫
の
増
加
を
防
止
す
る
た
め
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
対

象
に
、
野
良
猫
の
去
勢
・
不
妊
手
術
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
】

　
町
内
に
居
住
し
、
町
内
の
野
良
猫
に
去
勢
・

不
妊
手
術
を
実
施
さ
れ
る
方

【
補
助
金
額
】

去
勢
・
不
妊
手
術
に
要
す
る
費
用

　
限
度
額
、は
1
匹
に
つ
き
去
勢
手
術
２
万
円
、不
妊
手
術
３
万
円
で
す
。

※ 

補
助
金
は
、
実
績
報
告
書
等
の
提
出
後
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

　
必
ず
手
術
を
行
う
前
に
本
庁
ま
た
は
総
合
支
所
で
補
助
金
の
交
付

申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
※
持
ち
物
：
印
鑑

【
皆
様
へ
の
お
願
い
】

　
野
良
猫
へ
の
エ
サ
や
り
に
つ
い
て
町
に
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
か
わ
い
そ
う
」と
い
う
思
い
か
ら
野
良
猫
に
エ
サ
を
与
え
て
い
る

方
が
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
近
隣
住
民
は
野
良
猫
の
ふ
ん
尿
や
鳴
き

声
な
ど
に
迷
惑
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
餌
付
け
さ
れ
た
野
良
猫
が
問
題
を
起
こ
し
た
場
合
、
エ
サ

を
与
え
て
い
る
人
が
飼
い
主
と
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

く
ら
し
環
境
課　
☎（
56
）２
２
３
６

　
ご
み
の
出
し
方
や
分
別
ル
ー
ル
は
各
戸
に
配
付
し
て
い
る「
ご
み
の
出
し
方
ガ
イ
ド
」で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
出
し
方
が
分
か
ら
な
い
ご
み
に
つ
い
て
は
、
く
ら
し
環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
6565
歳
以
上
の
方
に
、

歳
以
上
の
方
に
、

町
営
バ
ス
の
乗
車
回
数
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

町
営
バ
ス
の
乗
車
回
数
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
運
転
に
自
信
が
な
く
な
っ
た
、
ま
た
は
運

転
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
は
、
運
転
免
許

証
の
自
主
返
納
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
町
で
は
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ
た

65
歳
以
上
の
町
民
の
方
に
対
し
、
町
内
で
の

移
動
支
援
を
目
的
に
町
営
バ
ス
等
の
乗
車
回

数
券
の
交
付
を
行
い
ま
す
。

◆ 「
自
主
返
納
」と
は
、
運
転
免
許
証
を
有
効

期
限
内
に
返
納
す
る
こ
と
で
あ
り
、
既
に

失
効
し
た
運
転
免
許
証
に
つ
い
て
は
自
主

返
納
に
な
り
ま
せ
ん
。

◆ 

警
察
署
で
の
免
許
の
返
納
手
続
を
さ
れ
ま

す
と
、
そ
の
時
点
か
ら
車
の
運
転
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　
有
効
期
限
内
の
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納

し
た
、
川
根
本
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

65
歳
以
上
の
方

【
支
援
内
容
】

　
町
営
バ
ス
回
数
券（
１
万
１
千
円
分
）の
交
付

※ 

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
で
も
利
用
で
き

ま
す
。

※
回
数
券
の
交
付
は
１
人
１
回
限
り
で
す
。

【
申
請
方
法
】

① 

島
田
警
察
署
で
運
転
免
許
証
の
返
納
手
続

き
を
し
ま
す
。

② 

返
納
手
続
き
後
、「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許

の
取
消
通
知
書
」を
受
け
取
り
ま
す
。

③ 「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
証
の
取
消
通
知

書
」ま
た
は「
運
転
経
歴
証
明
書
」の
写
し

を
お
持
ち
に
な
り
、
く
ら
し
環
境
課
ま
た

は
支
所
管
理
室
で
申
請
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

◆ 「
運
転
経
歴
証
明
書
」と
は
、
警
察
署
で
発

行
さ
れ
る
過
去
の
運
転
経
歴
を
証
明
す
る

も
の
で
す
。
免
許
証
を
返
納
し
た
方
が
申

請
し
、
有
料
で
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

○ 

運
転
免
許
証
の
有
効
期
限
切
れ
の
場
合
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

【
そ
の
他
】

○ 

以
前
に
自
主
返
納
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
も

「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消
通
知
書
」

ま
た
は「
運
転
経
歴
証
明
書
」を
お
持
ち
で

あ
れ
ば
申
請
で
き
ま
す
。

★ 

運
転
免
許
証
の
返
納
や
「
運
転
経
歴
証 

明
書
」の
交
付
な
ど
に
つ
い
て
は
、

最
寄
り
の
駐
在
所
ま
た
は
島
田
警
察
署　

☎（
37
）０
１
１
０（
代
表
） へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

★ 「
町
営
バ
ス
」、「
町
営
バ
ス
回
数
券
」
の
交

付
な
ど
に
つ
い
て
は
、
く
ら
し
環
境
課　

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

総
務
課　
☎（
56
）２
２
２
０

防
衛
省
採
用
試
験
案
内

防
衛
省
採
用
試
験
案
内（
自
衛
官
募
集
）

（
自
衛
官
募
集
）

●
航
空
学
生

　
自
衛
隊
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
養
成
す
る
コ
ー
ス

◇
応
募
資
格　
　
海
上
：
高
校
卒
業（
見
込
含
む
）で
23
歳
未
満
の
者

　
　
　
　
　
　
　
航
空
：
高
校
卒
業（
見
込
含
む
）で
21
歳
未
満
の
者

◇
第
１
次
試
験　
平
成
30
年
９
月
17
日（
月
祝
）

●
一
般
曹
候
補
生

　
入
隊
後
２
年
９
ヶ
月
経
過
以
降
選
考
に
よ
り
曹
に
昇
任
、
幹

部
へ
の
道
も
十
分
開
か
れ
た
コ
ー
ス

◇
応
募
資
格　
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

◇
第
１
次
試
験　

 

平
成
30
年
９
月
21
日（
金
）～
23
日（
日
祝
）の

う
ち
指
定
す
る
１
日

●
自
衛
官
候
補
生

　
自
衛
官
と
し
て
最
も
一
般
的
で
、
曹
及
び
幹
部
へ
の
道
も
開

か
れ
た
コ
ー
ス
で
２
～
３
年
を
一
任
期
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

◇
応
募
資
格　
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

◇
試
験（
男
子
・
女
子
）

平
成
30
年
９
月
16
日（
日
）・
９
月
24
日（
月
・
振
休
）・
９
月
29
日

（
土
）・
９
月
30
日（
日
）・
10
月
６
日（
土
）～
10
月
８
日（
月
・
祝
）の

３
日
間

◇
種
目

　
筆
記
試
験
・
身
体
検
査
・
口
述（
面
接
）試
験

各
コ
ー
ス
共
通

　
※
年
齢
は
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在

　
　
受
付
期
間　
平
成
30
年
７
月
１
日（
日
）～
９
月
７
日（
金
）

問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
藤
枝
地
域
事
務
所　
☎
０
５
４（
643
）６
３
９
１

●
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
な
い
ご
み
の
分
別
・
排
出
に
つ
い
て
町
か
ら
の
お
願
い

【
燃
え
る
ご
み
】

①①  

収
集
日
以
外
に
燃
え
る
ご
み
を
出
し

収
集
日
以
外
に
燃
え
る
ご
み
を
出
し

て
い
ま
せ
ん
か
？

て
い
ま
せ
ん
か
？

⇒

  

収
集
日
以
外
に
出
す
と
野
生
動
物
に

荒
ら
さ
れ
る
、
悪
臭
が
発
生
す
る
な

ど
収
集
場
所
周
辺
の
衛
生
状
態
が
悪

く
な
り
ま
す
。

●●▼（
お
願
い
）　
収
集
日
の
朝
8
時
30
分

ま
で
に
指
定
さ
れ
た
収
集
場
所
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

②②  

ご
み
袋
に
大
量
の
ご
み
を
入
れ
て

ご
み
袋
に
大
量
の
ご
み
を
入
れ
て  

出
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

出
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

⇒

  

ご
み
袋
に
大
量
の
ご
み
を
入
れ
る
と

収
集
時
に
袋
が
破
れ
て
し
ま
い

ま
す
。

●●▼（
お
願
い
）　
ご
み
袋
は
片
手
で
楽
に

持
て
る
重
さ（
お
お
よ
そ
５
キ
ロ

グ
ラ
ム
）で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
資
源
ご
み
】
缶
・
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

①①  

決
め
ら
れ
た
コ
ン
テ
ナ
以
外
に
出
し

決
め
ら
れ
た
コ
ン
テ
ナ
以
外
に
出
し

て
い
ま
せ
ん
か
？

て
い
ま
せ
ん
か
？

⇒

  

ビ
ン
や
缶
が
決
め
ら
れ
た
コ
ン
テ
ナ

に
出
さ
れ
ず
、
混
在
し
た
状
態
で
出

さ
れ
て
い
る
収
集
場
所
が
あ
り
ま
す
。

 
●●▼（
お
願
い
）　
収
集
場
所
に
あ
る 

コ
ン
テ
ナ
に
種
類
ご
と
分
別
し
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

②②  

キ
ャ
ッ
プ
が
付
い
た
ビ
ン
、
中
身
が

キ
ャ
ッ
プ
が
付
い
た
ビ
ン
、
中
身
が

入
っ
た
状
態
で
出
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

入
っ
た
状
態
で
出
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

⇒

  

ビ
ン
や
缶
に
中
身
が
入
っ
た
も
の
、

キ
ャ
ッ
プ
が
付
い
た
ビ
ン
を
出
す
と

リ
サ
イ
ク
ル
作
業
の
妨
げ
や
悪
臭
の

発
生
原
因
に
な
り
ま
す
。

●●▼（
お
願
い
）　
キ
ャ
ッ
プ
を
取
り
、
必

ず
中
を
き
れ
い
に
し
て
か
ら
出
し

て
く
だ
さ
い
。

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 1415
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健
康
福
祉
課　
窓
口
業
務
室　
☎（
58
）７
０
７
０

企
画
課　
☎（
56
）２
２
２
１

健
康
福
祉
課　
☎（
56
）２
２
２
４

健
康
福
祉
課　
☎（
56
）２
２
２
４

町
内
で
の
献
血
の
お
知
ら
せ

町
内
で
の
献
血
の
お
知
ら
せ　　

 

今
年
も
「
献
血
バ
ス
」
が
巡
回
し
ま
す
！

　
医
療
に
欠
か
せ
な
い
輸
血
に
使
用
さ
れ

る
血
液
は
、
す
べ
て
皆
さ
ま
の
善
意
の
献

血
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
輸
血

に
必
要
な
血
液
を
患
者
さ
ん
に
供
給
す
る

た
め
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

《
献
血
バ
ス
町
内
巡
回
日
程
》

【
日
時
】　
7
月
18
日（
水
）　

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

【
会
場
】　 

ケ
ー
ブ
ル
テ
ク
ニ
カ
㈱　
中
川

根
工
場

◆
問
合
せ
先

川
根
本
町
役
場
健
康
福
祉
課
・
窓
口
業
務
室

　
☎（
58
）７
０
７
０

静
岡
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
４（
247
）７
１
４
２

《
が
ん
》で
お
悩
み
の
方
へ

　　
無
料
相
談
の
ご
案
内

無
料
相
談
の
ご
案
内

【
日
時
】　
平
成
30
年
7
月
27
日（
金
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

【
場
所
】　 
住
吉
会
館
（
吉
田
町
保
健
セ
ン

タ
ー
2
階
）・（
吉
田
町
住
吉

１
５
６
７
）

【
対
象
】　 

川
根
本
町
、吉
田
町
、焼
津
市
、

藤
枝
市
、
島
田
市
、
牧
之
原
市

の
住
民

【
内
容
】　 

医
師
、
看
護
師
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
等
、
2
～
3
名
の

チ
ー
ム
が
本
人
・
家
族
の
が
ん

に
関
す
る
不
安
解
消
や
問
題
解

決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

◆
予
約
・
お
問
合
せ
は
お
電
話
で

【
予
約
受
付
日
】
7
月
2
日（
月
）～

 

7
月
13
日（
金
）ま
で

【
受
付
時
間
】
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

 

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

静
岡
県
立
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー　
出
張

が
ん
よ
ろ
ず
相
談

 

☎
０
５
５（
989
）５
３
９
２

※ 

相
談
は
、
事
前
予
約
制
で
先
着
5
組
ま

で
と
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

８
月
１
日
～

８
月
１
日
～
3131
日
は
食
中
毒
防
止
月
間
で
す

日
は
食
中
毒
防
止
月
間
で
す

食
中
毒
予
防
は
家
庭
か
ら

　
食
中
毒
は
家
庭
で
も
発
生
し
ま
す
。
３
つ
の
原
則
、
６
つ
の

ポ
イ
ン
ト
で
食
中
毒
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●
食
中
毒
防
止
の
３
原
則

●
食
中
毒
防
止
の
３
原
則

１　
清
潔
（
食
中
毒
菌
を
付
け
な
い
）

２　
冷
却
・
迅
速
（
食
中
毒
菌
を
増
や
さ
な
い
）

３　
加
熱
（
食
中
毒
菌
を
や
っ
つ
け
る
）

●
家
庭
で
出
来
る
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

●
家
庭
で
出
来
る
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
食
品
の
購
入　
保
冷
剤（
氷
）な
ど
で
冷
や
し
な
が
ら
、
ま
っ

す
ぐ
帰
宅
し
ま
し
ょ
う
。

②
家
庭
で
の
保
存　

購
入
し
た
も
の
は
す
ぐ
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫

に
入
れ
ま
し
ょ
う
（
冷
蔵
庫
は
10
℃
以
下
、
冷
凍
庫
は

－15
℃
以
下
）。

③
下　
準　
備　
洗
浄
剤
で
こ
ま
め
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

調
理
器
具
・
ふ
き
ん
な
ど
は
洗
っ
て
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

④
調　
　
　
理　
調
理
前
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。
中
心
部

ま
で
十
分
に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
（
75
℃
で
１
分
間
以
上
）。

⑤
食　
　
　
事　
食
事
の
前
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。
室
温

で
長
時
間
放
置
し
な
い
よ
う
に
。

⑥
残
っ
た
食
品　
温
め
直
す
時
は
十
分
に
加
熱
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エコティかわね 事務局長

神東美希
の

◆川根のみきてぃとまるちゃんが綴る「ブログ版　川根本町エコティ日記」 http://ecotkawane.eshizuoka.jp/

今「エコティ日記」を読んでく
ださっているあなたはどん

な人でしょうか？　男性ですか、
女性ですか？　歳はおいくつ？　
お仕事は？　どんな感想をお持ち
でしょうか？

いろんな場面で不特定多数の
方に向けて情報を発信して

いますが、いつも意識しているの
は届ける先にいる「誰か」のこと。
どんな気持ちで読んでくださるの
か。どんなことを知りたいのか。ど
うすれば伝わりやすいのか。そう
やって情報の「受け手」を私なりに
意識しているつもりです。

この記事を読んでくださって
いる方の大半は50代以上で

はないでしょうか？　「いつも読

んでるよ」と楽しみにしてくだ
さっている方もいるようで嬉しい
限り。しかし残念ながら、働き盛り
の20～40代の皆さんの目に触れ
ることは希少かと。

平成24年から６年間、毎月こ
のコーナーを担当している

にもかかわらず、まだエコティか
わねのことを知らない人がたくさ
んいます。ホームページやブログ、
SNS を駆使して情報発信してい
るのですが、町内に住む若い世代
に届いていないのが現状です。

エコティかわねでは８月から
の計３回。町民向けの体験プ

ログラムを実施します。第１回は
8月11日（土 祝）に 地 名 地 区 を
フィールドに集落散策をします。
一緒に歩いて地域の資源や魅力を
見つけましょう！

この時期に設定したのは、夏休
み中なので親子で参加して

もらいたいからです。小中高生の

いるお宅、週末はいつも町外に遊
びに行っちゃう若夫婦のいるお宅
の方、ぜひぜひこの情報を家族内
で共有してください！　皆さんの
お宅の食卓で、エコティ日記が話
題にあがるようになれば嬉しいで
す。詳しくは回覧板やホームペー
ジなどで告知します。

これからの川根本町を背負う
若い人たちに、もっと地域の

ことを知ってほしいし、明るい未
来を描いてほしい！　そのために
私たちができることはたくさんあ
るはずです。

一般社団法人エコティかわね
川根本町桑野山424-6
電話：0547-58-7000
ファクス：0547-58-7001
E-mail:ecotkawane@gmail.com

神東美希（かんとう みき）
平成 24年５月から川根本町エコツーリズムネットワーク事
務局を担当。平成 28年４月から一般社団法人エコティかわ
ねの事務局長としてエコツーリズムを核とした様々なまちづ
くり事業を展開。

灯台下暗し。楽しみながらいろんな気づ
き、学びを得られるのが集落散策の醍醐
味です。

「日本で最も美しい村」写真展の開催について
　７月10日（火）～31日（火）までの間、役場本庁舎横の町
民ギャラリーにて「日本で最も美しい村」写真展を開催し
ます。
　昨年開催された「日本で最も美しい村」フォトコンテス
トの入賞作品のうち、珠玉の30点を集めて展示します。
　生活の営みにより形成されてきた、その土地ならではの
景観・環境や地域の伝統文化など、本町とともに、小さく
ても輝くオンリーワンを持つ町や村、地区の情景がご覧い
ただけます。是非ともおでかけください。

ここにも、一つの物語。
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海の子・山の子交流教室 
「山の体験」を行いました！

　５月19日（土）～20日（日）、川根本町と焼津市
の小学校５・６年生33人が参加し、「山の体験」
を行いました。昨年８月に焼津市で実施した

「海の体験」に続く第２弾の活動です。
　闘茶会では、五感をすべて使ってお茶を当て
ようとしていました。大札山ハイキングでは、
自然観察をしながら頂上を目指しました。山頂では、川根本町に生息する鳥類について説明
を受けました。子どもたちからは、「２つの体験をとおして、それぞれのいいところを見つ
けられました」「鳥の鳴き声を聞くことができてよかった」「鳥や草木について学ぶことがで
き、いい思い出になった」などの感想が聞かれました。
　２日間の主な活動とお世話になった講師の皆さんは以下のとおりです。

○１日目　◦奥泉水力発電所見学　　講師：中部電力株式会社静岡水力センター職員
　　　　　◦井川線乗車体験
　　　　　◦草木染め体験　　　　　講師：夢家さん、柴切重行さん 
　　　　　◦闘茶会　　　　　　　　講師：日本茶インストラクター　芦沢哲哉さん
○２日目　◦シロヤシオハイキング（大札山）　　講師：澤本等さん、横山慎一郎さん

思わず手に汗握る超絶ワザの連続！ 世界チャンピオン 
　張海輪（ちょう かいりん） 　中国雑技ショー開演！

【日時】　7月28日（土）　開場13:00　開演13:30
【会場】　文化会館ホール（全席自由席）
【料金】　大人1,000円、小中高生500円（未就学児：無料）
 　　※お得なパスポートチケットもあります！

【出演】張海輪（ちょうかいりん）
　曾祖父・祖父・父も雑技俳優という俳優一家の
四代目として英才教育を受ける。
　6歳で河北省芸術学校・雑技専門科に入学。7
年間の訓練を経て、河北省雑技団に入団し、優れ
たバランス芸で喝采を浴びる。1998年河北省雑
技大会金賞。2017年大道芸ワールドカップチャ
ンピオン。

◎得意技： 椅子倒立芸、鞭芸、変面、壺芸、水流
星、口芸、古老中幡、中国獅子舞

【問】　文化会館　☎（59）3106

　今年も７月から練習を開始しま
す。駅伝大会や申込み方法など、
お気軽にお問い合わせください。

【問】社会教育課　☎（58）7080

　12月１日（土）に、静岡県市町対抗駅伝競走大会が開催されます。
　ふるさとへの思いをタスキに込め、あなたも仲間と一緒に走ってみ
ませんか!!

第19 回静岡県 
市町対抗駅伝競走大会 生

涯
学
習
の
ひ
ろ
ば

川根自動車株式会社
川根本町上長尾 869-2　　☎ 0547（56）0150

「浜松から、出張作業に来ましたが、道路状況を把握していなかったため、
 バックで落輪してしまいました。」
こんな時ご一報下さい、救急車より早く現場へ駆け付けます。
� （担当　森永）

【問合せ・申込】社会教育課　☎（58）7080

すこやか大学 
開催のお知らせ

☆物づくり体験 １　――わらじ作り

講師　山下　久男さん（徳山）

　子供の頃履いていたわらじを自らの手で作
り、作る喜び、完成した喜びを味わう。

【中部地域】　７月11日（水）　
　　　　　　徳山コミュニティ防災センター

【北部地域】　７月26日（木）
　　　　　　文化会館

◦参加費　３００円

むつみ学級 
開催のお知らせ

☆むつみクッキング
　　――季節のガレットとチーズケーキ作り

講師　山本敦子さん（奥泉）・
　　　澤下可奈さん（徳山）

　地元産野菜、果物を使ったガレットとスイー
ツの作り方、高齢者に必要な栄養を摂るための
料理について、管理栄養士から学ぶ。

◦７月４日（水）　文化会館
◦参加費　５００円

○町民ギャラリー（年中無休）
◦美しい村連合写真作品展 …… 役場 企画課

○文化会館
◦色えんぴつ画展
 …… 梶山昭一さん・森下かつよさん（下長尾）

７月の展示

皆さまお誘いあわせのうえご観覧下さい！

※月末および月初めは、作品の入れ替え作業により、展示作品が変わる場合があります。

ここにも、一つの物語。
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毎月１回地元に古くから伝わる民話を「語り」紹介します。是非聞きにきてください。

１．開催日時　平成30年7月15日（第三日曜日）1回目 11：00～ 2回目 13：30～
２．開催場所　茶茗舘　３．語り手　中原すま子・奥野恵美子・薗田はる

（語り手は都合により変更する場合があります。）
 中川根語り部の会「話楽座」（事務局 / 薗田はる ☎（56）0374）

入国警備官採用試験
名古屋入国管理局

○受験資格
１．警備官：①平成30年4月1日にお
いて高等学校または中等教育学校を
卒業した日の翌日から起算して５年
を経過していない者及び平成31年3
月までに高等学校または中等教育学
校を卒業する見込みの者
②人事院が上記①に掲げる者に準
ずると認める者
２．警備官（社会人）：昭和53年4月
2日以降生まれの者（上記１の①に
規定する期間が経過した者及び人事院
が当該者に準ずると認める者に限る）
○受付期間
インターネット：７月17日（火）～26日（木）
郵送又は持参：７月17日（火）～19日（木）
第１次試験：９月23日（日）
第１次合格発表：10月10日（水）
第２次試験：10月23日（火）～25日（木）
最終合格発表：11月20日（火）
インターネット申込み先：http://
www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

【問】名古屋入国管理局総務課
　☎052（559）2150
 （人事課  松岡・江川）

藤枝特別支援学校 
「小学部　親子体験学習」

藤枝特別支援学校
日時：
○ 保護者への説明会：平成30年９

月５日（水）　９：30～11：45
○ 親子体験入学：平成30年９月６日

（木）・７日（金）・10日（月）のいずれ
か１日　９：30～11：00頃

場所：静岡県立藤枝特別支援学校
参加料：150円程度（保険代）
申込み：平成30年８月３日（金）まで
に、電話にてお申し込みください。

【問】藤枝特別支援学校　小学部主
事又はコーディネーター
　☎054（636）1892

平成 30 年度『保育のお仕事フェア』 ～就職応援セミナー＆相談会～開催要項
静岡県社会福祉協議会

目的：静岡県内保育所における保
育士の確保及び保育所等へ就職を
希望する方への支援を目的として
開催する。
主催：社会福祉法人静岡県社会福
祉協議会、静岡県、静岡市、保育士・
保育所支援センター
共催（予定）：静岡労働局、静岡県、
静岡市
後援（予定）：静岡県保育連合会、静
岡県社会福祉法人経営者協議会
日時：平成30年7月28日（土）
　13:00～16:30
会場：静岡県コンベンションアーツセン
ター・グランシップ　６階交流ホール等

（〒422-8019 静岡市駿河区東静岡２
丁目３番１号）
※ 中部②、東部地区、西部地区につ

いては平成31年1月に実施予定
内容：
○ 保育士さん就職応援セミナー～

潜在保育士職場復帰支援研修～
（13:00～14:30）

　保育士が現場復帰する際に役
立つ内容で研修を行います。

○ 個別面談コーナー
　（14:30～16:30）

　各ブースにて保育所等の概要や採
用予定などについて説明を行いま
す。

○各種相談コーナー
　（14:30～16:30）

　保育士・保育所支援センター、
ハローワーク、静岡市こども園課

参加対象（求職者）：保育士資格取
得予定者及び保育士有資格者で、
保育士として就職を希望する者

（事業者）：保育士を募集中又は来
年度（平成31年度）採用予定の保
育所等、もしくは今後保育士を募
集する予定のある保育所等
その他：参加費は無料です。
　駐車場の用意はありません。車
で来場する場合は周辺の有料駐車
場等をご利用ください。

【問・申】
◦ 参加希望者（求職者）の方は直接

会場にお越しください。
◦ 出展希望の法人施設事業所・保

育所は事前に参加申込書を提出
してください（出展の可否は後日
こちらからからご連絡します）。

〒420-0856　静岡市葵区駿府町1-70
☎054（271）2110　
FAX 054（272）8831
Mail : hoikujinzai@shizuoka-wel.jp

川 根 本 町 の 人 口 平成 30 年 6 月１日現在

世帯数 2,935 世帯（ － 2 ） 出生 0 人

総人口 6,996 人 （ －16 ） 死亡 15 人

男　性 3,410 人 （ － 9 ） 転入 13 人

女　性 3,586 人 （ － 7 ） 転出 14 人
※（　）内は前月比、右欄は今月中の異動  ※外国人の数を含む

今 月 の 納 期
固定資産税 第２期分
国民健康保険税 第１期分
水道使用料 ７月分
納期限は７月 31 日です。口座振替の人は 
７月 31 日に引き落とされます。残高の確
認をお願いします

税務住民課 ☎（56）2223

■本庁代表 ☎（56）1111　■総合支所代表 ☎（59）3111

小売りいたします　お気軽にどうぞ
町内への配達もいたします

川 根 本 町 上 岸 110 ☎ 0547-59-2155

株式
会社

川根本町上長尾861-35　☎・�FAX0547-56-1177
http://www.citydo.com/sp/0547-56-1177

墓石・燈籠・各種石材加工

藤田石材店

「夏休み消防体験」を開催します。 
君も１日消防士

島田消防署
開催日時：平成30年８月３日（金）
　10時00分～11時30分
開催場所：島田消防庁舎
対象：島田市及び川根本町の小学
生（無料）
実施内容：庁舎、施設、消防車両等
の見学及び防火衣の着装、放水体
験等を行います。
申込期間：平成30年７月１日～
　平成30年７月15日
申込方法：電話にて受付します。
定員：40人（先着順）

【問・申】島田消防署　予防係
　☎（37）0119（担当者 清水豪幸）

７月１日（日）から７月７日（土）まで 
全国安全週間です

静岡労働局
　静岡県内では、近年労働災害の発生
件数が高止まりしており、昨年（平成
29年）は4,186人（休業４日以上の死傷
者数）が労働災害を被っています。
　また、このうち33人の尊い人命が失
われています。
　労働災害の一層の減少を図るために
は、労使が一体となって職場に潜むリス
クを低減させる取り組みが必要です。
　平成30年度全国安全週間のスロー
ガンは、

「 新たな視点でみつめる職場　創意と工夫
 で安全管理　惜しまぬ努力で築くゼロ災」
です。
　全国安全週間を機会にそれぞれの
職場において労働災害防止の重要性
について認識を深め、安全管理活動の
着実な推進を図りましょう。

【問】静岡労働局　労働基準部健康
安全課　☎054（254）6314

暮らしなんでも無料相談
（公財）静岡県労働者福祉基金協会
～お気軽にご相談ください～

日時：月曜日から金曜日（祝日・年
末年始を除く）まで　午前9時か
ら午後5時まで

内容：日常生活で起こるトラブル・
悩み・困ったことなど、どこに相談す
ればいいのかわからない時にご利
用ください（心の悩み・消費生活・住
まい・生きがい・介護・法律など）。

【問】ライフサポートセンターしだ・は
いばら事務所　相談受付ダイヤル
　☎054（646）6055

みんなでソーレ！ 
～カヌーだよ！全員集合～

静岡県立焼津青少年の家
趣旨：カヌー漕艇を通して、海を身
近に感じ、自然の雄大さを肌で感
じる。
日時：第１回　８月19日（日）
　　 第２回　９月９日（日）
　　 第３回　９月30日（日）
　　 第４回　10月21日（日）
※ いずれの回も午前の部（午前８時

30分から正午まで）と午後の部（午
後０時30分から午後４時まで）

会場：静岡県立焼津青少年の家、小
川港周辺海域
対象：３歳以上が乗船できる。定員
は各回とも先着50人
内容：カヌー漕艇
参加費（予定）：1日300円（保険料、
ドリンク代）
募集方法：各回先着50人を電話で
受け付ける（見学のみは受付人数
に含めない）。
締切日：第１回　８月５日（日）
　　　 第２回　８月26日（日）
　　　 第３回　９月16日（日）
　　　 第４回　10月７日（日）
※第1回と2回は7月15日（日）の午

後1時から受付開始、
第3回は9月2日（日）の午後1時か
ら受付開始、
第4回は10月7日（日）の午後1時
から受付開始
いずれも午後４時で締切

その他：３歳から就学前の幼児１
人、小学３年生以下の児童２人に対
し、保護者１人の同伴が必要となる。

【問・申】静岡県立焼津青少年の家
　☎054（624）4675

秋期（10 月）入校生募集
浜松職業能力開発短期大学校

　電気関係に就職を考えている方
などを対象としたコースであり、
電気技術に必要な技能と技術を学
び、「電 気 工 事 士（第 １ 種・第 ２
種）」、「電気主任技術者（第３種）」
など関連する資格取得を目指すカ
リキュラムと企業実習による技術
習得を加えた教育訓練を行い、電
気のスペシャリストを育成します。
また、学生寮も完備しています。
募集科：電気技術科（日本版デュア
ルシステム）
訓練期間：平成30年10月から２年間
授業料：年間授業料39万円（前期
後期で分納）
＊ 別途教科書、作業服など諸経費必要
応募資格：概ね45歳以下の人で次
の要件に該当する方
① 高等学校を卒業している方（平

成30年９月卒業見込者含む）
② 高等学校卒業と同等以上の学力

を有すると認められる方
募集定員：12名
募集期間：
Ａ日程　７月２日（月）～７月20日（金）
Ｂ日程　８月14日（火）～９月４日（火）
試験日：Ａ日程　８月１日（水）
　　　 Ｂ日程　９月14日（金）
受験料：１万８千円
選考方法：小テスト（数学Ⅰ）・小
論文・面接

【問・申】浜松職業能力開発短期大
学校（静岡県浜松市南区法枝町693） 
　学務援助課 ☎053（441）4444

http://www3.jeed.or.jp/shizuoka/
college

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 2021



川根高等学校の「今」を紹介する
学校レポーターズコラム
川根高等学校の「今」を紹介する
学校レポーターズコラム

ご近所から、当院まで送迎車にて無料送迎いたします。
ご予約は電話にてお願いします。

（当院に初めて受診される方もご利用いただけます）

眼科患者さん無料送迎いたします。 島田眼科クリニック
住所：島田市栄町４-19（木材会館１F）

島田駅から徒歩１分
☎ 0547-37-0431

診療時間：午前8時30分～12時、�
午後3時～6時

※土曜日午後は５時まで
（休診日：水曜日、日曜日、祝日）

編
集　
記
幸

戸籍の窓辺 出生・婚姻・おくやみ

おくやみ申し上げます
地　区 氏　名 享年 届出人

崎 平 堀井　 年 82 村松さつき

徳 山 中田　義雄 94 中田 照俊

下 泉 原田　幸子 87 原田 幹弘

藤 川 小山　昭代 90 小山　 正

徳 山 大畑　久司 54 大畑 和枝

徳 山 中村　秀雄 68 中村 孝浩

徳 山 中村　朝子 78 中村 幸雄

小 長 井 森下　　明 85 森下 雅人

徳 山 長濵　好雄 92 長濵 和己

■戸籍欄に掲載を希望されない場合は、届
出時に窓口でお伝えください。
■基本的に前々月に届け出された出生・婚
姻・死亡の届け出の内、本町に住所があり
本町の窓口（本庁・総合支所）で受け付け、
掲載を希望した分のみ掲載しています。
 税務住民課 ☎（56）2222

川根本町健やかウオーキングカード3枚（180日）達成者
地 区 実践者 180 日間

合計歩数 保健委員

接　岨 筑地 順子 1,262,000 長嶋 裕子

　
６
月
は
ホ
タ
ル
の
シ
ー
ズ

ン
と
い
う
こ
と
で
、
広
報
用

に
写
真
を
と
撮
影
方
法
を
調

べ
た
訳
で
す
が
。

　

と
り
あ
え
ず
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
と
素
晴

ら
し
い
写
真
を
専
門
用
語
満

載
で
説
明
す
る
ペ
ー
ジ
ば
か

り
が
出
て
き
ま
す
。

　
ま
ず
は
初
心
者
向
け
の
撮

影
方
法
が
知
り
た
い
だ
け
な

の
に
、
と
思
い
つ
つ
ど
う
に

か
内
容
を
理
解
し
て
ホ
タ
ル

の
生
息
ポ
イ
ン
ト
に
向
か
っ

た
わ
け
で
す
が
。

　
今
度
は
天
気
と
ホ
タ
ル
の

機
嫌
で
撮
影
そ
の
も
の
が
出

来
な
い
と
い
う･･･

瀧
智
之

　５月下旬から６月上旬にかけて、町内各地で
ホタルが飛び交いました。
　徳山の「ときどんの池」では日没となる午後
7時半頃からホタルが飛び始め、養殖場として
設置されているホタルドーム内で25匹程度、
隣を流れる沢では約100メートルほどの区間で
200匹程度のホタルが飛び交いました。
　付近には話を聞きつけた近所の方などが数多
く訪れ、飛び交う柔らかな光に感嘆の声を漏ら
していました。
　「ときどんの池ホタルを育てる会」の鈴木俊
三事務局長（徳山）は、「今年はホタルの幼虫
は放流していないので、去年ホタルが子孫を残
したのではないか。こんなに自然発生するのは
珍しい」と話していました。

　「広報かわねほんちょう平成29年8月号」が、
「平成30年度全国広報コンクール」広報紙（町
村）部門にて「入選」しました。
　これからも、町民の皆さんにとってわかりや
すく、親しみやすい情報発信を心がけていき
ます。

【問】情報政策課　☎（56）2232

町
内
の
ホ
タ
ル
、
今
年
も
…

「着任からを振り返って」「着任からを振り返って」

「広報かわねほんちょう」が
全国広報コンクールで

入賞しました

こ の ま ち が も っ と も ～ っ と 好 き に な る

広 報 か わ ね ほ ん ち ょ う
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みんなでつくる
「流したい」 町指定無形民俗文化財「平谷の流したい」

外
国
語
科（
英
語
）教
諭

　

伊い

藤と
う　
宏ひ
ろ
美み

　
初
め
ま
し
て
。
こ
の
４
月
に
川
根
高
校
へ
赴
任
し
て
参

り
ま
し
た
、
伊
藤
宏
美
で
す
。
教
員
と
し
て
過
ご
し
た
こ

の
月
は
、
ま
だ
３
ヶ
月
し
か
経
っ
て
い
な
い
こ
と
が
信
じ

ら
れ
な
い
ほ
ど
、
喜
び
や
驚
き
で
い
っ
ぱ
い
の
充
実
し
た

毎
日
で
し
た
。
ま
た
、
大
井
川
の
せ
せ
ら
ぎ
や
鶯
の
さ
え

ず
り
を
聞
い
た
り
、
豊
か
な
緑
を
眺
め
た
り
と
、
雄
大
な

自
然
の
中
で
生
活
が
で
き
る
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
川
根
高
校
が
初
任
校
と
決
ま
り
、
３
月
に
初
め
て
川
根

を
訪
れ
ま
し
た
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
地
図
を
読
む
こ
と
が

不
得
手
な
私
は
、
駿
河
徳
山
駅
を
降
り
、
早
速
道
に
迷
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
打
ち
合
わ
せ
の
時
間
が
迫
っ
て
い
る

こ
と
に
焦
り
、
前
を
歩
い
て
い
た
生
徒
に
学
校
へ
の
道
を

尋
ね
ま
し
た
。
そ
の
生
徒
は
丁
寧
に
経
路
を
説
明
し
た

上
、「
一
緒
に
走
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
か
？
」
と
提
案
ま

で
し
て
く
れ
ま
し
た
。
川
根
高
校
の
生
徒
の
礼
儀
正
し
さ

や
、
人
の
気
持
ち
を
慮
り
、
労
を
惜
し
ま
ず
手
を
差
し
伸

べ
る
こ
と
が
で
き
る
姿
勢
に
感
動
し
、
川
根
高
校
で
働
け

る
こ
と
が
益
々
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。
４
月
に
参
加
し

た
徳
山
の
さ
く
ら
祭
り
で
は
、
地
域
の
皆
様
の
生
徒
を
見

守
る
ま
な
ざ
し
や
声
援
に
触
れ
、
生
徒
の
豊
か
な
心
が
育

つ
の
は
地
域
の
方
々
の
温
か
い
ご
支
援
が
あ
る
か
ら
こ
そ

な
の
だ
と
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
私
の
担
当
教
科
は
英
語
で
す
。
英
語
の
好
き
嫌
い
は
当

然
生
徒
に
よ
っ
て
異
な
る
と
思
い
ま
す
が
、「
英
語
を
話
す

の
っ
て
楽
し
い
」
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
授
業
を
す
る

こ
と
が
私
の
目
標
で
す
。
２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪
を
控

え
、
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
数
は
増
加
を
続
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
県
内
の
外
国
人
住
民
数
も
年
々
増
加
し

て
お
り
、
外
国
人
の
方
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り

な
が
ら
共
に
暮
ら
す
社
会
が
訪
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

生
徒
た
ち
に
は
、
間
違
い
を
恐
れ
ず
英
語
を
使
い
、
故
郷

の
素
晴
ら
し
さ
を
世
界
に
発
信
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
毎
日
が
待
っ
て
い
る
の
か
、
期

待
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
不
慣
れ
な
こ
と
も
多
い
か
と
思
い

ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

数
学
科
教
諭　

近こ
ん
藤ど
う　
慎し
ん
司じ

　
は
じ
め
ま
し
て
、
平
成
30
年
４
月
に
川
根
高
校
に
赴
任

し
て
ま
い
り
ま
し
た
、
数
学
科
教
諭
の
近
藤
慎
司
で
す
。

私
の
出
身
は
新
潟
県
の
佐
渡
市
と
い
う
島
で
、
川
根
と
同

様
に
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
場
所
で
す
。
川
根
と
い
う

新
天
地
で
の
教
員
生
活
に
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
し
て
き
ま

し
た
が
、
の
ど
か
な
茶
畑
の
風
景
、
山
間
を
吹
き
抜
け
る

心
地
良
い
風
、
大
井
川
か
ら
聞
こ
え
る
せ
せ
ら
ぎ
な
ど
、

雄
大
な
自
然
の
数
々
が
私
を
歓
迎
し
て
い
る
か
の
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
に
《
川
根
》
に
つ
い
て
質
問
を

し
た
と
こ
ろ
、「
茶
羊
羹
が
お
い
し
い
よ
」「
井
川
の
漆
器

が
す
ご
い
」「
温
泉
が
た
く
さ
ん
あ
る
！
」「
カ
ヌ
ー
が
全

国
レ
ベ
ル
に
強
い
」「
Ｓ
Ｌ
が
か
っ
こ
い
い
」
と
、
ど
ん

ど
ん
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。《
無
い
》
こ
と
を
嘆
く
の
で

は
な
く
、《
有
る
》
こ
と
の
良
さ
を
自
覚
し
、
誇
ら
し
く

Ｐ
Ｒ
で
き
る
姿
に
驚
き
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
に
薦
め
ら
れ

た
こ
と
を
可
能
な
限
り
体
験
し
、
そ
の
感
想
を
伝
え
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
の
担
当
教
科
は
数
学
で
す
。
授
業
の
目
標
と
し
て
、

単
に
《
問
題
が
解
け
る
、
正
解
を
出
せ
る
》
こ
と
で
は
な

く
、《
思
考
力
・
表
現
力
・
判
断
力
・
忍
耐
力
・
協
調
性

を
習
得
す
る
》
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
川
根
地

区
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
電
子
黒
板
な

ど
の
電
子
機
器
を
活
用
し
た
教
育
方
法
）
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
授
業
で
は
、
変
化
す
る
図
形
や
立
体
的
な
図
形

な
ど
の
視
覚
的
理
解
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
あ
る
優

れ
た
教
材
の
利
用
な
ど
に
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
川
根
高
校
に
は
、
県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
十
分
に
活

用
で
き
る
よ
う
自
己
研
鑽
に
励
み
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
至
ら
な
い
点
が
多
く
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
生
徒
・
学
校
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
よ
り
よ
い

教
育
活
動
が
で
き
る
よ
う
精
進
し
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

養
護
教
諭　

木き

三さ
ん
田だ　
歩あ
ゆ
未み

　
は
じ
め
ま
し
て
。
川
根
高
校
養
護
教
諭
の
木
三
田
歩
未

で
す
。
今
年
の
４
月
に
川
根
高
校
に
赴
任
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
川
根
本
町
に
は
何
度
か
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
が
、
美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
、
素
敵
な
町
だ
な
と
感
じ

て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
来
る
度
に
美
し
い
風
景
に
感
動

し
、
写
真
を
撮
る
手
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な

川
根
本
町
に
勤
め
る
こ
と
が
決
ま
り
、
大
変
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
今
も
毎
日
自
然
に
癒
さ
れ
な
が
ら
通
勤
し
て
い
ま

す
。

　
私
は
、
川
根
高
校
に
赴
任
し
て
驚
い
た
こ
と
が
２
つ
あ

り
ま
す
。
１
つ
は
、
生
徒
一
人
一
人
が
と
て
も
気
持
ち
の

良
い
挨
拶
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
川
根
高
校
に
赴
任
し
た

初
日
か
ら
何
人
も
の
生
徒
が
爽
や
か
な
挨
拶
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。
慣
れ
な
い
環
境
の
中
で
緊
張
し
て
い
た
私
に

と
っ
て
生
徒
た
ち
の
挨
拶
が
、
と
て
も
嬉
し
く
心
強
い
も

の
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
２
つ
目
は
欠
席
者
が
非
常
に
少
な
い
こ
と
で
す
。
毎
朝

の
健
康
観
察
で
生
徒
の
出
欠
状
況
を
確
認
し
て
お
り
ま
す

が
、
初
日
か
ら
欠
席
者
が
と
て
も
少
な
く
驚
き
ま
し
た
。

規
模
に
関
わ
ら
ず
、
全
員
が
元
気
に
登
校
で
き
る
学
校
で

あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
私
は
養
護
教
諭
と
し

て
、
生
徒
た
ち
の
学
校
生
活
を
心
身
と
も
に
支
え
ら
れ
る

よ
う
、
多
方
面
か
ら
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
高
校
生
は
、
非
常
に
多
感
な
時
期
で
あ
り
、

部
活
動
や
進
路
の
こ
と
、
人
間
関
係
等
様
々
悩
み
を
抱
え

て
い
る
生
徒
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
生
徒
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
安
心
で
き
る
保
健

室
を
築
い
て
い
き
た
い
で
す
。

　
川
根
高
校
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
ば

か
り
で
す
が
、
学
校
と
地
域
が
一
体
と
な
り
生
徒
を
育
て

て
い
け
る
よ
う
、
た
く
さ
ん
の
方
々
と
の
関
わ
り
を
大
切

に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 2223
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地域おこし協力隊　鈴木 健二の

都市部から地方へ移り住み、地域課
題の解決やさらなる活性化のために
活動する「地域おこし協力隊」。
日頃の取り組みの様子やその思い
を、皆さんにお伝えします。

きぎ・これ・こうじつ

●● 鈴木 健二　すずき・けんじ

神奈川県逗子市出身。東京、静岡の石油販
売会社に勤務したのち、個人で間伐と木工
の仕事を開始。協力隊として、桑野山貯木
場で製材・木工機械の管理と、地域の木材
の利活用促進に向けた「木」や「森林」に携
わる活動に取り組む。最近の関心は、古民
家や農業のほか、少し昔の時代のくらしや
道具など。前居住地は静岡市清水区。

Vol. ８ 「知ってもらえること」Vol. ８ 「知ってもらえること」
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
８

か
月
目
。

　

こ
の
活
動
を
始
め
て
、

ど
う
い
う
風
に
思
っ
た
こ

と
を
カ
タ
チ
に
し
て
い
こ

う
か
考
え
な
が
ら
や
っ
て

き
ま
し
た
。

　

町
の
皆
さ
ま
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
協
力
を
い
た

だ
き
、よ
う
や
く
環
境
も

整
っ
て
き
て
、い
ろ
い
ろ

な
こ
と
が
繋
が
っ
て
き
た

気
が
し
て
い
ま
す
。

　

木
を
伐
る
こ
と
、そ
の

木
を
使
う
こ
と
、微
力
な

が
ら
も
地
域
の
た
め
に
な

る
こ
と
。

　
そ
し
て
そ
れ
ら
を
持
続

し
て
い
く
こ
と
。

　
こ
れ
が
大
き
な
テ
ー
マ

で
、今
後
、若
い
世
代
の
協

力
隊
を
迎
え
る
下
地
づ
く

り
に
も
な
れ
ば
と
考
え
な

が
ら
木
木
是
好
日
と
い
う

訳
で
す（
こ
こ
の
と
こ
ろ
、

こ
れ
を
忘
れ
て
ま
し
た
）。

木
木
是
好
日

木
木
是
好
日

　

川
根
本
町
に
移
住
し
て

き
て
感
心
し
た
こ
と
は
、
こ

の
広
報
か
わ
ね
ほ
ん
ち
ょ

う
の
充
実
ぶ
り
で
す
。

　
町
の
情
報
が
わ
か
り
や

す
く
ま
と
ま
っ
て
い
て
、こ

れ
で
知
る
情
報
も
多
く
、

知
っ
て
い
る
人
が
載
っ
て

い
た
り
す
る
の
も
楽
し
み

だ
っ
た
り
し
ま
す
。

　
川
根
本
町
に
来
る
ま
で

は
、正
直
こ
の
手
の
も
の

は
パ
ラ
パ
ラ
と
め
く
る
程

度
で
し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
場
所
で

「
広
報
見
て
る
よ
」と
声
を

か
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

知
っ
て
い
た
だ
け
る

こ
と
が
嬉
し
い
反
面
、プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
も
少
し
感
じ

て
い
ま
す
。ほ
と
ん
ど
桑

野
山
に
い
て
、い
つ
も
同

じ
よ
う
な
作
業
を
し
て
い

る
の
で
、締
切
前
に
は
パ

ソ
コ
ン
の
前
で
悩
む
こ
と

も
し
ば
し
ば
。

粉
砕
機

粉
砕
機

　

製
材
を
し
て
い
る
と
、

た
ま
っ
て
い
く
端
板
。

　
悩
む
日
々
が
続
い
て
い

ま
し
た
が
、解
決
策
と
し

て
農
林
業
セ
ン
タ
ー
の
粉

砕
機
を
お
借
り
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
、桑
野
山
貯
木

場
の
片
づ
け
も
大
き
く
前

進
で
す
。

　

端
材
が
チ
ッ
プ
に
な

る
の
で
、ま
ず
は
草
押

さ
え
に
使
う
と
こ
ろ
か

ら
、ゆ
く
ゆ
く
は
燃
料
や

堆
肥
と
し
て
有
効
利
用

で
き
れ
ば
。

テ
ー
ブ
ル
作
り

テ
ー
ブ
ル
作
り

　
エ
コ
テ
ィ
か
わ
ね
の
テ
ー

ブ
ル
作
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

２
回
目
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
初
回
に
伐
っ
て
葉
枯
ら

し
し
て
あ
っ
た
杉
を
、２

メ
ー
ト
ル
に
伐
り
軽
ト
ラ

で
運
び
、製
材
ま
で
を
し

ま
し
た
。

　
こ
の
材
は
こ
れ
か
ら
し

ば
ら
く
乾
燥
さ
せ
て
、

テ
ー
ブ
ル
の
天
板
に

し
ま
す
。

　

な
か
な
か
で
き
な

い
体
験
だ
と
喜
ん
で

い
た
だ
け
た
よ
う
で

ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
町
外
か
ら

参
加
の
方
が
ほ
と
ん

ど
で
す
が
、今
後
は
小

学
生
向
け
や
生
涯
学

習
等
、町
内
の
方
々
に

参
加
し
て
い
た
だ
け

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
企

画
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

●粉砕器使用中につき後ろから失礼

●天板用の杉板は現在乾燥中です
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